
予算と公会計の科目の統一化の取組（鳥取県琴浦町）

○ 琴浦町では、期末一括仕訳を採用しており、予算科目から勘定科目の特定ができないものは、決算確定後に各事業担当
課へのヒアリングで確認を要していたところ、あらかじめ予算科目の細々節に公会計上の仕訳を登録することにより、財政
担当課、事業担当課双方の財務書類等の作成業務の精緻化・効率化を図った。

事例概要

取組内容

○ 予算査定時に各課から事業内容を聞きながら勘定科目の確認（細々節の確認）を行うことで、仕訳精度が向上した。
○ 財政担当課、事業担当課双方のヒアリングに費やす時間、労力を削減することができる。
○ 予算編成時点で仕訳がほぼ完了するため、決算確定後の作業時間が大幅に短縮される。
○ 期末一括仕訳のため、財政担当課以外公会計に対する認識が薄かったが、全庁的に認識をしてもらうきっかけとなった。

効果等

スケジュール表など全体スケジュー
ルが分かるものをご提供願います。

（既存の資料等で構いません）

細 節 細々節の科目（設定前） 細々節の科目（設定後）

委託料

（設定なし） 1.委託料（資産外）

2.委託料（事業用資産）

3.委託料（インフラ資産）

資産計上するものと、
費用計上するものへと分割

【細々節への登録イメージ】

【導入までのスケジュール】

H30 H31

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
導入検討

細々節科目設定

システム設定

庁内説明会

予算編成稼働

○ 財務書類の作成にあたり、従来、決算確定後に各事業担
当課へのヒアリングにより勘定科目を確認していたが、財政
担当課職員の提案により、あらかじめ予算科目の細々節に
公会計上の勘定科目を登録することとした。

○ 平成31年度予算から運用するため、当初予算の入力が始
まる平成30年11月に間に合うよう、財政担当課で細々節を
設定し、システムを修正。予算入力時に各事業担当課が選
択ができるようにした。

○ 予算査定時に、各事業担当課から事業内容の説明を受け
て、財政担当課が細々節を確認し、その際に勘定科目が特
定できなかったもののみ、決算確定後に事業担当課へヒア
リングを実施。

○ 導入にあたっては、予算編成方針の説明会の場を使って、
細々節の選択方法、仕訳ルールについて説明し、庁内周知
を行った。
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